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Ｉ目的

東京都と神奈)||県界を流下し、東京湾にそそぐ多摩川は従来アユの川として親しまれていた

が、東京湾及び下流部の環境悪化により稚アユの遡上が見られず、毎年２００万尾余りの稚ア

ユ放流により対応を図ってきた。

近年東京湾の水質が回復するに伴い、多摩川河口への稚アユの回遊が年と増大する傾向が見

られるようにたった。そこでアユ資源の拡大再生産を促進するため、多摩川下流部における効

果的左魚道の設置を図ろための基礎資料を得ることを目的として本調査を実施した。

Ⅱ調査対象

調布取水所防潮堰に付設されている魚道。堰は大田区田園調布１丁目地先の多摩川（河口よ

り上流約，３Kｍ）に設置されている（図ｌ参照）。

Ⅲ調査実施機関及び担当者

東京都水産試験場技術管理部

主査

同温水魚研究部

部長

主任研究員

同

主事

同

同

同

同

東京都労働経済局農林水産部水産課

主査

同

主事

神奈川県淡水魚増殖試験場増殖第二科長

技師

同

山峯達（昭和56,57年度調整）

長谷川浩三（昭和56,57年度企画総括）

三木誠（昭和56,57年度企画、調査総括）

川名俊雄（昭和56年度調査）

斉藤鉄也（同調査、現都水試大島分場）

上田達郎（同調査）

長沼広（昭和57年度調査、企画、とりまとめ）

小倉正幸（昭和56,57年度調査）

菅原正信（昭和56年度調査）

(昭和56,57年度調整）

（同調整）

(昭和57年度調査、調整）

(昭和57年度調査）

（同調査）

（同調査）

松尾英治

岩田光正
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Ⅳ調査項目及び方法

１調査河川と漁業の概要

多摩川及び多摩川水域の漁業概要について、既存資料、関係機関資料等により調査した。

２堰の概要

１）取水堰堤の概要

設置年月日、設置の目的、構造を東京都水道局資料等により調査した。

２）魚道の構造

魚道の位置、様式、勾配、段数、プールの規格及び潜孔の位置、プール内の阻柱、魚道

の総延長等を既存資料及び現場実測により調査した。

３）堰の流下水量

東京都水道局資料により、堰の流下水量の月別平均変化（昭和52年～56年）及び日別平

ブ白変化（昭和56年10月～昭和57年10月）を調査するとともに、堰上流水位の日平均変化

（昭和56年10月～57年10月）について調査した。

４）魚道内の流速

堰板を越えるときの流速及びプール内の流速を昭和57年10月29日にＣＭ－Ⅱ型流向流速

計で観測した。

５）取水口

取水量の季節変化及び取水口の流速を水道局資料で調査するとともに、昭和57年７月２９

日にＣＭ－Ⅱ型流向流速計を使い流速観測を行った。

６）堰下の流速分布

昭和57年10月29日１１：３０～１５：３０の間、堰から下流１００ｍまでの区域にlOm毎の網目状

に設けた定点において、ＣＭ－Ⅱ型流向流速計で流向流速を測定した。また、併せて水深

底質も調査した。調査は堰より最も遠い定点より順次行った。調査時は上げ潮であり、終

了時が満潮であった。

水深の潮位補正は玉川浄水管理事務所潮位観測結果をもとに行った。基準面はＡ・P・を用

いた。

流速についての潮汐の影響は無視した。

３魚類の遡上及び降下状況

１）遡上状況

昭和56年５月１３日～１４日・５月１９日～20日に図２に示した捕獲カゴを第１魚道最上段の

プールに設置して２時間毎の取り上げ、また昭和57年７月29日～30日に捕獲カゴを第１魚

－３－



フソク

道最上段のプール、第２魚道は最

上段堰板に設置して４時間毎に取

り上げ、それぞれ24時間の連続観

測を行い遡上尾数・種類を調査し

た。

更に昭和57年７月29日１５時には

アユの遡上状況及び遡上に要する

１３００ｍｍ

LＬＬ－－

1０００ ｍ、

３４５０１１１１１１－－－計

（材料）ステンレス，分目の金網

図２捕獲カゴ鉄骨枠フック

時間を調査するため、神奈川県淡水魚増殖試験場養成の人工種苗アユを魚道の上より６番

目のプールに第１魚道96尾、第２魚道95尾を放流した。放流魚は抽鰭を切断し標識とした。

捕獲カゴ取り上げ時には気温・ＤＯ・ＰＨ・水温・透視度を測定した。

2）降下状況

調査は昭和57年10月28日

に図３Ｋ示した採集網を第

１．第２魚道下段に設置し、

４時間後に取り上げ降下尾

数・種類を調査した。

また、降下時間・量・率

図３採集網
を調査するため、採集網設

置後直ちに東京都水産試験場養成のマゴイを第１・第２魚道最上段のプールに各々１００尾

づつ放流した。

放流魚は腹鰭の一方を切断して標識とした。

４主たる遡河魚類名及び生息魚類相

アユ及びその他の生息魚類について、東京都水産試験場が投網及び地曳網を使い実施した

内水面生息環境調査結果によった。

Ｖ調査結果

，調査河川と漁業の概要

，）多摩川の自然環境と漁業の概要

多摩川は山梨県塩山市三ノ瀬の笠取山にその源を発し、都の水源林の水を集めて人工湖

である奥多摩湖に流入し、湖の下流で多摩川となり日原)||、秋)||、浅)||と合流し、調布市

南部より神奈川県と本部との境界を流れて東京湾に注いでいる。全延長１３８Km、流域面積

－４－



1,23516,2（このうち都管内延長９８６Km、流域面積915K,2）の一級河川である。

上中流域では、水道水、農業用水の各水源として重要を役割を果しており、また江戸川

と並んで都内河川の中で最も自然が残っている河川として広く都民に親しまれ、その環境

保全が強く望まれている。（図４）

多摩川には８件の共同漁業権が設定されており、区画漁業権は設定されていたい。この

うち６件か増殖義務を伴う第５種共同漁業権であり、他の２件は下流部の餌虫漁業を内容

とする第１種共同漁業権である。

漁業許可は、都内水面漁業調整規則で６種類か規定されているが、許可の実績はたく漁

業の実態はたい。（図５）

主要漁場は、上流部の冷水性魚類を対象とする漁場と、中下流部の温水性魚類の漁場で

ある。

東京都内の遊漁者総数は約100万人、そのうち内水面に出漁するものは78万人と推算さ

れ、都における釣需要の大きさを示している。漁業対象魚種としては、アユヘの志向が特

に強く、表ｌに示すように毎年解禁日には活況を呈している。

表１アユ解禁状況調査結果

（昭和54年内水面漁業総合対策事業計画書）

乙均釣樗尾謝

表２に示すように、本流域には漁業協同組合が３組合あり、総合員数は7,003人で年々

若干ではあるが増加している。組合員は一部の専業者をのぞき、水産業協同組合法に組

合員有資格者として規定するいわゆる事実行為として水産動植物の採捕をするものがほと

んどで、漁獲金額も大部分は年間５万円未満の者とたっている。

表２漁業協同組合一覧（昭和54年度末）

－５－

秋川漁協

出漁者数 平均釣獲尾数

多摩川漁協

出漁者数 平均釣獲尾数

５３年 ２，８００人 8.0尾 １，６００人 2.4尾

５４年 2，５６０ 9.9 1，７００ 5.6

組合名
組合員数

正 准 計

奥多摩漁業協同組合 1，９２８ 0 1，９２８

秋川 〃 3，８９８ 1９２ 4,090

多摩)|’ 〃 ９８５ 0 ９８５

合計 6，８１１ 1９２ 7,003
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2）漁業環境及び資源の問題点

昭和30年代から始まった経済の高度成長や都市化の進展に伴い、産業排水や市街化区域

の下水道整備の立ち遅れから各所で排出される家庭排水が不完全処理のまま河川に流入し

たため、多摩川は上流部を除いて魚類の生息限界以上に汚濁されたほか、水道用水需要の

増大に伴う取水量の増加は水温の低下や流水量の減少を招き生息魚類相を変化させた。ま

た堤防や堰の建設等、利水、治水工事も水産面への配慮が乏しく、水産生物の減少や自然

浄化作用も減じ、漁場環境の悪化をもたらした。

表３に示すように、多摩川の漁獲量は、昭和45年２１５トン、昭和50年１９９トン、昭和５４

年２４２トンと比較的安定しており、また生息魚類数も戦前に比べ増加しているが、有用魚

種であるアユ、ウグイ等の資源量の低下は著しい。

増殖事業として、積極的に種苗放流努力を続けているにもかかわらず、漁獲量が伸びを

やんでいる原因としては、前述の漁場環境の悪化により、魚類の天然遡上、産卵、､成長等

自然界での資源再生産力が大巾に低下しているためと考えられる。

洛圏 'Ｌ曰Ｉ＝Lトヂ
ン

図６の多摩川利水模式図に示すように、多摩jll上流の水は羽村堰でほぼ全量が都水道用水

として取水されており、これより下流の流量は秋川、浅)||の自然水と中小都市河)||及び下

水処理場排水などからたっている。

羽村堰より下流の多摩川の水質経年変化を図７に示したが、調布取水堰までの中流域は

拝島橋でやや悪化、多摩川原橋では横ばいの傾向とたっている。これを縦断的にみると年

々汚濁ピークが上流に移行している。これは下水道の普及が下流から進められていること

及び中流域の人口の増加によるものとみられる。

調布取水所防潮堰より下流の水質は、下水道の普及した昭和47年度以降急速に回復して

いる。

－８－

表３多摩)||における魚種別漁獲量（農林統計年表） 卜

魚種名 ４５ ４６ ４７ ４８ ４９ 5０ ５１ 5２ ５３ ５４

にじます ２５ ２８
j-l

５５ ４７ ２３ 1５ １２ 1４ １３ 1２

あゆ 8０ ６６ ２５ ３６ ２９ ３６ ３３ ５２ ４９ ４７

こい 2９ ４３ ３１ ４８ 5０ ４７ ４４ ４８ ４７ ４６

ふた ２６ ３８ ９ ６４ ７７ ７４ ７１ ７５ ７１ ７０

うぐ
●

い 2２ 1２ １３ 1８ 1８ １７ 1６ １５ 1４

その他 ５５ 3２ ５７ 11 ８ ９ ２３ ２９ 7２ ５３

計 ２１５ ２２９ 1８９ ２１９ 2０５ 1９９ 2００ ２３４ ２６７ ２４２
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３）最近の動向

最近にたり、各種公害規制の強化と下水道の整備により、多摩川下流域及び東京内湾域

で水質の回復がみられ、これ忙伴ない昭和50年頃から調布取水堰下にアユの稚魚の遡上が

みられるようにたり、ここ２～３年その数も増加してきている。

このため、地元漁協では放流用稚アユが入手困難と左りつつある現在、東京湾の海産稚

アユの天然遡上に寄せる期待は大きく、これとともに多摩川各所に設置されている取水堰

魚道に対する関心も高左b、昭和56年２月には、内水面漁場管理委員会長から魚道効果調

査の要望が提出された。

また多摩川中下流域の水質に回復のきざしか見えてきたため、市民団体が中心とたり、

北海道札幌の豊平川の例に習い、多摩川にもサケ稚魚を放流し、サケの戻ることのできる

きれい左111にしようという運動が進んでいる。河川魚族の保護と回復という方法を用いて

自然環境保全の市民運動を盛_上げた点については高く評価されているが、河川魚族の増殖

手段としての新魚種の導入については、新しい魚病の持ち込みや他魚種に及ぼす影響等が

憂慮される。しかしこれらの動きから、広く都民にも遡河性魚類への関心が深まり、水質

改善対策のみたらず各種河川工作物へも注目され始めている。

２堰の概要

１）取水堰堤の概要

堰堤の概要を図ｌ及び図８に示した。

堰堤は水道用水取水のための防潮堰として昭和１１年２月５日竣工した。コンクリート造

重力式直線堤で堤長94.0加、堤の高さ３．０瓜左岸より427ｍの間に閉門及び水門二門を設

え、それより右岸に起伏堰があり、更に右岸側には固定堰がある。

２）魚道の構造

魚道の構造を図８に示した。また他県の魚道構造とともに表４にも示した。昭和57年７

月29日に測定した魚道内水深を図９に示した。

魚道は左岸の第１魚道及び中央の第２魚道の２道がありいずれも階段式である。

第１魚道は堤左岸側に沿い直線状に延長している。魚道の全長37.9ｍ、幅員40ｍ、勾配

１/１５である。階段数は９段で下段の３段を除くほかはいずれも角落装置により隔壁の高差

を調節することができる。固定壁('ては幅0.5ｍ、高さ0.27?zの潜孔が交互に設けてあり、最

上段の固定隔壁には幅15ｍ、深さ０２ｍの切り欠けがある。

また、各プール内には４本の阻柱があり、魚道敦には１０～20ｃｍ程度の砕石か投入されて

おり魚道内水深は一様でなしｂこれは完成後昭和30年代に施工されたものらしいか、詳細は

－１１－



廻
鍵
掴
硬
Ｏ
哩
型
剖
廻
避
掴
軽
喫
浸
岳
桿
需

寸
撫

－１２－

ＷＰ

筆

鬮
毒
・
鞠

毅
后
卦
覇
Ｑ
Ｉ
ト

判
覇
津
山
Ｐ
回
【

、
ト
遣
輯

聯
巨
心
師
百
選
」
蛍

掻
仰
侭
逗
升
覇

幻
Ｓ
Ｐ
Ｊ
ヨ
ー

覇
且
瓜
仲
型
Ⅱ
ト

津
ト
の
【
升
覇
Ⅲ

ト
増
垣
”
二
型
摂

畷
輻
当
覇
Ｑ
Ｉ
ト

津
、
の
ご
『
判
弱

。
屯
味
畷
穣
召
覇

ｓ
割
］
」
型
潤
逼

⑰
へ
属
。

凶
眉
０

匹
遥
鋼
『

守
。
囚
Ｊ
１
の
国
【

◎
囚
Ｎ
ｊ
Ｉ
Ｃ
ｍ
【

●ＣＤ
●Ｄ

ｔ－ｔ－

｡ｏロ

画:ＩＩＰ
祀汁

＠
ｍ
１
１
ｍ
【

囚
の
靱
汁

Ｖ
○
・
両
１
１
口
目

の
『
園ｊ
Ⅱ
守
『
［

鰍
墜
Ｑ
銀
鋼

也
圀

亡
尽
（
扇

魚
廻

Ｅ
刷
駈

亜
醐
畦

Ｅ
漣
田

Ｅ
棚
極

匡
哩

熱
鎚
固
尽

信
山
型
精
選
廻
垣

仲悴

Cｑ
Ｄ

Ｃ

ｘ
ｕ？

戸

８
SBI
}←
噸

ミ

ミ

ｑ
Ｃ
ｘ
ｍ
づ

魍
両
」

②
。
【

･･
● ●

マＣｑ

山
国
。
○

の
Ｎ
Ｃ

･･
● ●

守守

｡、Ｏ､

Ｃ
【
へ
［

、
【
へ
【

○
．
四
国

の
．
ト
⑪

精
５Ｋ＝
型

班串

.'且8

壁

阿
燃

の
『
つ
×
⑪
ロ
．
◎

壁

①
。
。

の
函
．
【

山
国
。
○

ロ
ト
。
○

①
【

u）

へ

戸

守
の
。
両
国
括
弧
型

反
』
Ｃ
［

ｓ
判
班
担

悴

伜

壁

国
．
【

Ｃ
ロ
①
鯉

Ｃ
両
守
賊

○
国
国
搬

○
の
マ
ト
繩

面
ｑ
ｍ
の
砿

占
函
両
鰍

占
薗
［
鰍

、
．
◎

つ
。
の

[～

国
【
ヘ
【

『
の
囚

棺
肝６，

７聖

班
旧

壁

阿
燃
国
ご
×
［

阿
胤
Ｎ
Ｏ
ｘ
『
つ

。
．
【

の
．
囚

国
．
つ

。
、
両

CＤ

の。囚【へ［
ロ
ト
。
の
囚
括
弧
型
班
但

壁

伜

壁

の
．
。

の
．
【

の
『
◎

の
．
囚

CＤ

[～

～

円

②
．
［
【
拭
弧
型
班
但

仰
阿
順

仲

の
ご
×
囚
づ

叩
⑦
、
つ

○
．
》

園
。
◎

。
、
の

の
【

Ｃ
囚
へ
【

○
．
『
①

拭
弧
型
班
但

壁

Ｎ
侭

国
．
○
×
◎
［

吋
燃

ｑ
Ｃ
ｘ
守
づ

四
○
目
送

○
．
『

１
Ｎ
⑭
、
つ

の
．
国

国
．
。

○
・
ｍ

【
【

の・国【へ［
国
。
の
、
精
弧
型
砒
担

壁

阿
得

国
ご
×
○
［

阿
爆
、
ご
×
マ
◎

Ｎ
Ｃ
判
送

○
．
［

１
１
ｍ
．
つ

の
．
国

国
．
。

◎
．
印

【～

の・国【へ【
囚
。
①
国
摘
出
聖

記
皇
任

ｓ
昨
班
抑

伜
四
韻

【
、
、
つ

○
・
国

Ｏ）

マ

ー

￣

の
．
②

Ｊ
僧
瀞
墜

拭
翅
型

篭
ｏ
《
丹

ｓ
肱
班
出

坪
垣
騒

①
ご
×
め
づ

壁

＠
．
つ

。
。
囚

･
■

Cｕ

－

マ

ヘ

■

の
。
⑭

拭
迅
型

「へ

（
巳
困
）
杣
沌

る
閏
（
目
ご
岻
蝋

剖
叫
坐
Ｈ
三
厘
踊
涙

◎
．
ｍ
・
西

Ｃ
マ
ト
・
曰

竪
蓮
窒

匠
岩
呂
捧
濡

ｕう
[～、

● ●

(･守
(v〕

● ●

曰西

篝
鐸UiR

の
．
国
．
西

、
、
守
田
国
．
曰

竪
椙
旺
塵
鍵

汰
輯
侶
ヨ
灘

の
の
．
、
、
西

》
．
①
＠
○
日

盟
竪

旺
凸
出
罧
泌

【
・
国
．
西

ト
．
囚
命
・
日

嬰
扇
暑

守
幻
・
西

の
寸
国
ず
め
・
曰

竪
旨
岳
喋
騒

●Ｌ｢ｂ
●

●

LＱﾋﾟﾏｩ
(･

● ０

日西

曇
篝
浄‐

囚
［
・
軍

○
．
》
四
・
日

Ｈ
栖
蟹
掴
召

口
Ｎ
蛍
（
寝
坐
沼
）

鎌
抹
騨
Ｋ

囚
回
守
・
曰

」
へ

（
遜
塾
詞
）ヘ
ヘ

←9~－－＿〒￣
岬

￣

－

－

厄

三
瞳
齢

三
帳

三
厘
ぺ

（
叶
昶
）
三
型
Ｋ

（
算
湛
）
三
歴
程

三
口
煙

（
叶
却
）
三
涌
亀

（
汁
抑
）
三
焉
圏

（
睡
塑
）
三
議
軒



函
■
［
巴
ト
ヨ
Ｕ
ｌ
Ｕ

Ｉ
戸一一１

;.:｜
夕｢1

,.；．｜

ニム

（
仰
剖
旦
押
無
精
鐸
鍬
匪
陛
臓
叩
職
図
祀
稲
狐
岐
）
廻
鍵
Ｑ
掴
軽
も
州
宍
蝋
喫
⑭
図

戸

１１．『・『‐‐‐ＬＩＩ←ｉ１ｌＩ」１１１８３

Ｃ
こ
こ
▲

囮
目
壱
醤
目
Ｅ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
Ｑ
Ｃ
。
『
１
１
９
－

７
１
●
■
９
千
‐
△
●
●
白
丁
‐
－
１
○
○
勺
』

１
１
１
－
１
１
■
●
●
口
Ｃ
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
１
－

字

’一二

礼

印0印0

L1１ 」

￣↑

に旨bHJ9u-杵・

llT上
？ Ｉ

１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｄ
Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ
０
Ｉ
Ｉ
０

●
●
●
←
「
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ

：

■■
ﾄﾞド、

上

,Ｉｉ

Ｉ
ｌｉ
ｌ

ｉＩ

■０■０

ＰＳ戸曰￣Ｉ
室

;｢」

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
セ

P

Ⅱ！ ロ
阻
叶
目
匡
■
Ⅲ

1’
1-ト

↓ｉ
ｌＬ

:Ｌ＿

回
国
苣
最
臆
判
■
住
田
８

戸ケョーー■

国
旧
叶
■
俵
Ⅸ
８

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｂ
■
①
。

‐
４
０
０

￣

!
k，
し.）

ロ
ー
・
。印

中 ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｃ
ｏ
ｑ
Ｊ

－
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
Ｉ11M'二

､ヨ

|ド
ドⅡ

|Ｉ
Ｉ

｜’
一●1

'’
'１
｜Ｉ

ヴ

剣炉

ＯＰ

Ｂｌ
則ロ

捨卜

ｉ９

Ｌ
。

－国Ｕ－

４

１
１

ｔ
ゴ
ー

§

■凪 Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
『
凸

且
■
Ｐ
０
１
－
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
｜
●
■
Ｆ
■
－
１

￣

２

ｌ９

ｌＩ

淫
Ｉｉ

￣今§
、＿￣ Ｊ－

ｒ

で

・・９．ＩＣＵＯ

ＦＩ：１＄．

Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｑ
●
■
。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｄ
ｏ
ｑ
▽

１３



不明である。

第２魚道は全長25.Ｍ、幅員４．０加、勾配ｌ/１０、隔壁間距離は2.5ｍであり､角落装置、

固定壁については第１魚道と同じである。ただし阻柱はたく魚道敦はコンクリートで、そ

れぞれのプール内水深は一様である。

流

第１魚道

■ １ １ ’ LＰ
Ｔ

第２魚道

図９魚道内水深（単位cmM）

3）堰の流下水量

昭和52年～56年の月別平均流下水量(,ＷＳ)を図10に、また昭和56年10月～57年１０月の日

別平均流下水量(ｿＷＳ)と堰上流日平均水位を併せて図11に示した。

冬の渇水期においては２月が

最も流下量が少たく、６～１６ｔ

であり平均しておよそ１０ｔ程度

である。増水期の８～１０月では

20～100tと変動の差が大きい。

昭和56年10月から57年10月の

日別平均流下量をみると１月～

２月がおよそ９ｔ程度であり４

月～５月では－時６９ｔの増水が

あったもののおよそ10～１５ｔ程

度で経過した。８月～10月忙か

ⅡⅡ

ケ

三z三上二１＆

;≦ごう1１
１【

朗ｏＮＴＨ

図１０月別平均流下水量(７Ｗｓ）
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けては台風の影響により流下量は大きく、最大1,700ｔであり５０ｔ以上の日が65冊、100

ｔ以上の日が23冊であった。

また堰上流日平均水位をみると、２月から５月にかけての稚アユの遡上期においては

315～323ｃｍであり、降下期に当っている８～10月においては300℃１m以下の日が6Ｍであっ

た。

これは増水により堰上流水位が350ｃｍ以上にたると、堰の管理規定により水門及び起伏

堰を操作して水位調節をするためであり、特に起伏堰を倒してし雀うと水位は確実に３００

ｃｍ以下に下がる。

第１・第２魚道の最上部堰板高は300ｃｍであるため、水位が300Ｃｌﾂﾋﾞ以下に下がると魚道

への通水は行をわれたい。

4）魚道内の流速

魚道内の流速を図１２に示した。▽27ｍ▼2ｇｌＱＰｃＭ８ｃ

観測日の堰上流水位は３２５cｶﾋﾞ

であった。第１魚道での越流速

は最上部が最大であり１８０６１m/ｓ、

下段に下がるに従い小さくたり

４段目でl00cjlVsであった。プ

ール内の表面流速は最大が２段

目プールの１００℃，ﾘZ/s、３段目で

は逆の流れで１０cm/ｓと各々プ

ールにより区とで、乱流もあり

流れのパターンは一様でない。

越流水深は20c７m以上であった。

Ｓ５７．１０２８．１４：５０

図１２魚道内流速と越流水深

×１００ｔ
P、

第２魚道では越流速は４．５段目

が最大で１８０cm/sであり、各々プー

ル中央部の表面流速､!…以上粟
であった。 量

１０Ｍｌ／日
5）取水口

昭和52年から56年にかけての取水

量の月別日平均取水量を図１３に示し

た。昭和52年７月から54年４月まで

１２３４５６７８９１０１１１２月

図'３月別日平均取水量

－１６－



は水質悪化により取水を中断していたか、昭和56年末までの取水量はおよそ2,000～3,000

ｔ/日である。取水時間は18:00～17:00までであり夜間は取水されない。流下水量を２０t/ｓ

とすると取水量は流下水量の0.3～０．６冊の量である。

昭和57年７月29日１４:50分観測の第２取水口の流速は流速計の最小側得可能流速lOclvZ/ｓ

よりも小さく、その時の取水量は0.577Ｗsであった。

6）堰下の流速分布と水深

流向流速分布観測結果を図14にベクトルで示した。また水深、底質については図１５に示

した。

堰下から橋脚までの区域では、両側及び中央に三つの流れが形成されていた。三つの流

れのうち右岸側固定堰からの流れが、堰の最近接定点で75c〃/ｓと最も速く、中央部第２魚

道口の流れが60℃腕/s、また左岸側第１魚道口の流れが38ｃｍ/sであった。

固定堰からの流れは30～55Cl､/sの速さを保ちながら橋下を斜め左岸方向に流れ、橋下流

部で第２魚道からの15～20cm/sの流れと合流する。その後、第１魚道からの１０～30師/sの

流れと合流し一つの流れとたる。

起伏堰前40ｍ付近までは流れの停滞域となっている。

水深は概して左岸側が深く右岸側が浅い。右岸側より橋中央部にかけては水深の傾斜面

が走っており、起伏堰前には－２９５c〃と舌状に延びた深みがある。右岸側橋下流部は干潮時

には露出するため今回の調査でも流速については測定できたかった。

底質は主として礫であり、堰下15～30,域はコンクリート、右岸側は泥である。また起

伏堰前40ｍ付近には砂の滞りがある。

堰下の最強流帯は固定堰から水深の傾斜面に沿って形成されていた。

３魚類の遡上及び降下状況

ｌ）遡上状況

（１）昭和56年度

５６年度の遡上状況調査結果を表５に示した。

５月１３～１４日の１回目の調査は小潮時に当っており、堰下水位は調査開始時の12時に

１６０ｃｍと満潮であり、１８時か干潮、２４時が満潮、１４日７時が干潮であった。

流下水量は約１３ｔ、堰上流平均水位320ｍ、第１魚道２段目の越流速は１７４cm/ｓであ

った。

採捕魚は全体で８種30尾でありそのうちフナ類で23尾を占めた。採捕時刻については

昼から日没の１９時にかけての時間帯に多く、採捕魚は５種23尾と全採捕尾数の76冊を占

－１７－
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めた。明け方４～７時には２種３尾と１Ｍであった。２０時から翌日１時にかけては採捕

はなかつた。

アユは日没前17時と明け方に各１尾採捕された。

５月19～20日の２回目の調査は大潮時に当っており、堰下水位は調査開始時の１２時に

１０５cm、１７時に満潮200cjm、２３時干潮１１０cm、２０日５時満潮ｌ９０ｃ加、１１時干満90ｃｍであ

った。

流下水量20日朝７時まで約２４ｔ、それ以降約１８ｔで経過した。第１魚道２段目の越流

速は208c〃/s、堰上流平均水位330ｍ、流下水量の落ちた20日８時以降はl57c"/s､325

c加であった。

採捕魚は４種43尾でうち

アユが39尾であった。採捕

時刻については前回とほぼ

同様昼から日没にかけての

時間帯に最も多く採捕魚４１

尾と全採捕尾数の95冊を占

めた。

またアユは１５時と１７時の

１０

５月ｌ９Ｕ

Ｎ二３９

厄

５

数

肝
８９１０１１１２１２１４ｍ

取り上げ時に39尾の総てが 全長

採捕されており、特に日没図１６遡上状況調査採捕アユ全長組成(S56年５月１９日）

前の17時に37尾が採捕された。この時刻は満潮時でもあった。

１９日に採捕したアユの全長組成を図16に示した。平均全長９９ｃｍ、最少８０Cl､、最高１３．８

ｃ祝であった。組成に片よりが見られるか、採捕カゴの目合によるものか稚アユの遡上能

力の限界によるものかは不明である。

(2)昭和57年度

昭和57年度の遡上状況調査|結果を表６に示した。

調査は小潮時に当っており図１７に示すように堰下水位は調査開始時の１２時にl40cjlY、

１９時干潮ｌ２５ｃ加、２４時満潮１７０℃加、３０日７時干潮95c碗であった。

流下水量は29日１２時に約１３ｔ、堰上流平均水位３２０cm、１３時からｌ８ｔ３２５ｃｍ、17時約

２４ｔ３３０℃"、１８時以降ｌ８ｔ３２５ｃｌｉｚで経過した。

第１魚道においては上より３段目堰板の越流速は12時１８４ｃｍ/ｓ、以降210～230cm/ｓ

であり、越流水深は23cm程度であった。また中段の５段目の越流速は約200℃加/ｓであり、

－２１－



表６ 昭和５７年度遡上状況調査
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採捕個体数討

;
採捕個体数計

誉
：

１

ｊ
、

Ｊ

潮
位
》

１

図１７ 堰下水位

2２

魚種（個体数）

時間
１２：00 １６：00 ２０：００ ２４：00 ０４：００ ０８：００ １２：00

第１魚道

コ イ

ギンプナ

オイカワ

モツゴ

ウナギ

アユ

採捕ｲ固体数計

１
１

１

３

１

１

１
１
１

３ ０ ０

１

１

第２魚道

コイ

アユ

採捕個体数計 ０ ０

1

１ ０ ０

２

２

気温℃ ２６．８ ２７．８ ２５．６ ２４．６ ２４０ ２３．４ ２４．４

第
一
魚
道

上段

温度。Ｃ

ＰＨ

ＤＯ”/‘

透視度 Ｃ〃

下段

温度ｏＣ

ＰＨ

ＤＯｊｉＩｙ/’

透視度 Ｃ〃

3段目
越流速 Ｃ〃

越流深水

/seｃ
Ｃ〃

5段目欝讓ｶニ
/seｃ
ＣﾘﾘＺ

7段目
越流速 Ｃ、

越流深水

/seｃ
Ｃ〃

２３．４

7.1

4．７６

３０＜

２３．４

7.1

6．４０

３０＜

１８４

２３．４

２０１

7.1

１８５

２４．３

２４．６

7.2

5．６６

３０＜

３０．５

7.3

6．９８

３０＜

２１０

２３．５

１９８

２４．０

１８８

１８．５

２４．６

7.2

6．３５

３０＜

２４２

７．２

6．９６

３０＜

２１０

２３．０

２００

２３．５

１９０

２０．０

２３．５

7.0

4．１５

３０＜

２３．６

7.1

5．４１

３０＜

２３０

２３．０

２１０

２３．５

１５０

２２．０

２３．２

7.0

4．２７

３０＜

２３．２

7.1

5.09

３０＜

２２０

２０．５

２１０

２１．０

２１０

２０．０

２２．０

7.1

4．４２

３０＜

２３．２

7.1

5．３５

３０＜

２２０

２２．５

２０３

２３．５

１６５

１９．５

２３．１

7.0

３．９９

３０＜

２３．１

７．１

5.06

３０＜

２００

２３．０

２０５

２２５

１８０

２０．０

第２魚種越流速 Ｃ、

３段目越流深水

/seｃ
Ｃ〃

２０４

２２．５

１２５

２２．５

１９５

２５．５

２０２

２５．０

１９８

２４．０

流下水量が/seｃ 1２．８ 1８．１ 1８．１ 1８．１ １８．１ １８．１ １８．１

堰下潮位 Ｃ〃 １４０ 1３０ １４０ １７０ １２０ ９５ １３５



７段目は165～210cim/ｓであった。

採捕魚は６種８尾であり16時と24時にそれぞれ３種３尾、翌日８時と１２時にそれぞれ

1尾であった。

第２魚道においては３段目の越流速は約200cmz/ｓであり、越流水深は２２～25cmzであっ

た。

採捕魚は２種３尾であり、２４時に１尾と翌日12時に１種２尾であった。

採捕されたアユは第１魚道３尾、第２魚道２尾でありすべて標識放流アユであった。

放流した標識アユと再捕アユの全長組成を図１８に示した。標識放流アユの平均全長は

１２８ｃｍであった。第１魚道放流96尾のうち、２９日１２時までに３尾が再捕され再捕率３ユ

筋、第２魚道では放流95尾、再捕２尾であり再捕率は２．１９６であった。

第１魚道においては、１５時に放流したアユか１６時に再捕されたことから、放流点第６

プールから最上段プールまでの遡上時間は最も速くて１時間以内と推定された。

」放流アユ全長紅

１全長組成

｜｜、
1０１１１２１３１４１５１６１７１８１９０１１１

図１８標識放流アユと再捕アユの全長組成

2）降下状況

降下状況調査結果を表７に、また標識放流マゴイと再捕マゴイの全長組成を図１９に示し

た。

調査日の流下水量は約１８ｔ堰上流平均水位は３２５c碗であった。この時の魚道内流速につ

いてはＶ－２－４)魚道内流速の項を参照のこと。

採捕魚は第１魚道３種33尾、うちアユ1尾で産卵中と思われる雌であった。第２魚道で

－２３－



表７魚道降下状況調査結果

;,雷b1R6雪｡魚道中段入網

体重二ｃｊｍｃ〃‘名体重二

２３４１２０ンフナフ1７６１００Ｊ、

２５５１７５・８９７６

ＰＨ ＤＯ〃Ｗ’

１３：４０ １２．２０

１３：５０ １０．２８

－２４－

第１．２魚道コイ放流（魚道上段）各１００尾

平均全長１２０c腕、平均体重２６．２９

第１魚道採取魚 第２魚道採取魚

種名 全長 Ｃ加 体重 ９ 種名 全長 C〃 体重 ９

ポ フ
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５
５
０
２
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５
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１
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１
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５
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●
■
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９
８
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． イ

ｊ
ｊ
ｊ

Ｍ
弧
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朋
咽
肥
岨
皿
旧
叩
胡
弧
朋
加
州
弧
Ⅲ
妬
加
Ⅳ
川
朋
肌
川
娠
〃
〃

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
く
く
く

３
１
３

９
０
７

１

９
６
２
７
２
８
５
３
７
８
９
５
５
７
３
３
０
８
３
４
９
６
０
８
９
２
２

●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｂ
●

０
１
７
６
０
０
０
６
２
５
９
３
５
８
５
３
６
０
４
０
１
６
４
３
８
８
１

３
３
３
３
２
２
２
２
２
１
２
３
２
１
３
３
１
３
３
２
４
１
２
１
１
２
１

コ イ

ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
１

Ｍ
如
皿
皿
朋
ｎ
Ｍ
Ⅲ
朗
刎
出
川
Ⅲ
、
加
川
Ｍ
Ｍ
Ｍ
賑
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
く
く
く
く
く
く
く
！

０
０
４
６
８
８
０
０

●
●
■
●
●
●
●
●

０
０
０
９
９
８
９
８

１
１
１

０
４
１
８
２
８
６
３
４
４
４
３
８
６
７
０
１
６
１
１
１
８
５
４
５
２
６

●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
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●
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７
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２
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５
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３
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３
２
２
２
２
１
２
２
２
２
１
１
２
１
１
１
１
３
２
３
２
２
１
１
１

時間 水温℃ ＰＨ ＤＯＩ，ｚＷ‘ 透視度

第１魚道上 １３：４０ １７．２ 7.2 １２．２０ ３０ｃｍく

第１魚道下 １３：５０ １７．０ 7.4 1０．２８ ３０ｃｍく



＝

は５種33尾であった。

第１・第２魚道ともに、採捕されたマゴイ各々２７尾は総て標識放流魚であった。再捕率

は27筋であり降下状況については、第１・第２魚道に関して顕著左差はみられたかった。

マゴイ全長組成
240.平均全長12.0ｃｍ

魚道

錬二:i妻)鞠

-1煙

ヨ１【】

図１９標識放流マゴイと再捕マゴイの全長組成

４主たる遡河魚類名及び生息魚類相

地点別捕獲魚類を表８に示した。

主たる遡河魚類はアユ、ボラ、ウナギである。

大丸堰より下流の生息魚類は40種であり、うち調布取水所防潮堰（丸子堰）上、下流域の

両域に出現する種は、アユをはじめとして、ウグイ、オイカヮ、ニゴイ、コイ、グンゴロウ

プナ、キンプナ、ギンプナ、キンギョ、タモロコ、モソゴ、ソチフキ、カマツカ、ハス、ド

ジョウ、シマドジョウ、ウナギ、ナマズ、ヨシノポリ、ウキゴリ、カダヤシ、メダカ、マル

タ、ボラ、メナダ、チチプ、マハゼの27種、６Ｍである。これらの種か調布取水所防潮堰の

魚道を利用していると言える。

－２５－



及塁

表８地点別の捕獲魚種の既往記録
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Ⅵ考察

２～５月に東京湾より多摩川を遡上してくる稚アユは、まず最初に調布取水所防潮堰の魚道

を遡らなければたらない。

この時期の５～８ｃｍ程度の魚体の稚アユは40～60cjim/ｓの選好流速を持ち、また主に川の両岸

に沿って遡上して来ることが知られている。

今回の調査により明らかにたった堰下の流速分布からみると、右岸（川崎側）の固定堰前に

形成される40～70c"/sの最も強い流れは、遡上して来る大部分の椎アユを誘導し、固定堰～起

伏堰の下に滞留させてしまうことが予想される。

事実、シーズンにたると固定堰を越えようと集まって来る稚アユの群を多くの人が観察して

いる。

一方、左岸側（東京側）を遡上して来た稚アユは、第１魚道から流出する流れに誘導されて

その左ま第１魚導を遡上するものと予想される。

童た堰中央にある第２魚導への誘導流は小さく、第２魚導へ向う魚は両岸側に比べて少ない

ものと予想され、例え第２魚道へ誘導されても魚道が堰下に突脂していろために、第２魚道よ

り流出している流れよりも強い流速を示す第１・第２水門の流れに誘導されて、水門の下に滞

留することが考えられる。

これらのことは、捕獲調査の結果から第１魚道が第２魚道に比べて遡上する魚の種類、数量

が多かったことからもある程度推察される。

今回の調査では、魚道内の越流速は第１・第２魚道とも125～230cm/ｓの範囲であった。稚

アユの遡上に適した越流速は最適流速（４０～60ｃｍ/s）の１５倍までが許容限界であることを考

えると、この越流速は大変大きな流速といえる。

２～５月の稚アユ遡上期における平均した流下水量は６～１０ｔで、堰上流水位は315～320mV

を示していることから、魚道内越流速は今回の調査時と同じか、わずかに遅い流速が常時流れ

ており、遡上魚にとって大きた負担となっていることが予想され、遡上能力の小さい'｣､型の稚

アユでは遡上できたいことも考えられる。

このことは、平均全長12.8c腕の人工種苗アユを使用して遡上調査した結果、再捕率が第１魚

道３．１妬、第２魚道２．１９６と低率であったことからも裏付けられる。また、昭和56年度の２回

目の調査時に、一度に39尾の稚アユが捕獲された原因が、満潮時の堰下水位上昇による魚道の

登はん距離の短縮という現象に稚アユの活動時間か一致したためと考えられ、このことによっ

ても推察される。

第１魚道内プールには、捨石及び阻柱の設置という建設当初の設計図にはみられたい改造,点

Ｉ
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が認められた。

これは魚道内流速を制御し遡上効率を高める目的で設置されたものであると思われるが、し

かし、阻柱の設置はプール内に乱流を生じ遡上魚を疲労させるため逆効果であり、無い方がよ

いと考えられる。本来、魚道内流速の制御は魚道の通水制御により行われるべきである。

降下調査の結果は、第１・第２魚道で捕獲した魚の種類、数量とも大きた差はたく、コイの

標識放流調査結果でも再捕率は第１・第２魚道とも同率（２７冊）であり、魚の降下については

第１・第２魚道とも魚道そのものに大きな問題はたいと考えられる。ただし、起伏堰からの越

水はコンクリートの水叩きに２ｍほど滝落しており、ここを降下する魚については損傷が考え

られる。

以上のことから、調布取水所防潮堰の魚道の問題点は下記の２項に集約される。

1．魚道に遡上魚を誘導する機能について大きな問題がある。

2．魚道内の流速が大きい。
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